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モーターをロボット化するという新発想で製品開発
　当社は、「Quick and Easy Robot 
for Everyone」を理念に掲げ、「人の役
に立つロボットを驚くほど簡単に、かつ
瞬時につくれる仕組みを多くの人に提
供すること」を目的としています。
　2014（平成26）年、私が総務省の「異
能vation」プログラムに採択された研究

の中で「モーターモジュール®」を開発したのが始まりです。そこ
から「モーターにソフトウエアを搭載してロボット化する」というこ
れまでにないコンセプトのデバイス「KeiganMotor」を開発。こ
れを製品化するべく、2016（平成28）年に当社を設立しました。
　「KeiganMotor」は、高性能モーターにコントローラーや無線
モジュール、センサーなどを一体化。動作を記憶・再生したり、ス
マートフォンからの通信で複数のモーターを動かしたり、自分で
動作をプログラミングすることも可能です。しかも5VのUSB
バッテリーで2kg以上を持ち上げるパワーを発揮します。これを
使えば、専門知識のない人でも簡単かつ
迅速にロボットを作ることができます。
　当初は一般向けに製品化しましたが、
現在は企業のお客さまからの注文が増
加。ロボット試作や実験をはじめ幅広い
用途に使われています。デバイスはもち
ろんソフトウエアの開発も手がけること

を強みに、多様なニーズに対
応する新製品を次々と開発し
ています。ウェブブラウザを
経由して簡単に遠隔操作が
できるテレプレゼンスロボッ
ト「KeiganHATO」もその一
つ。2021（令和3）年春には、自律移動ロボット「KeiganAMR」
の発売も計画しています。

KICKのメリットを活かし事業拡大を図る
　事業規模を拡大するべく、2019（平成31）年にKICKに移転
しました。広いオフィス・製造スペースに加え、京都府の共同利
用施設「けいはんなロボット技術センター」や、イベント・展示ス
ペースを利用できることもメリットに感じています。
　今後はFA（ファクトリーオートメーション）向けに販売を強化
しつつ、レストランや医療・介護施設での配膳や看護・介護など
のサービスロボット分野にも注力し、より多くの人に当社製品
を提供していきたいと考えています。

代表取締役　德田 貴司氏

生活やビジネスに役立つロボットを
誰でも簡単に素早く開発できる世界に

株式会社Keigan
https://www.keigan.co.jp/

Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役・CEO／德田 貴司
●所　在　地／京都府相楽郡精華町精華台7-5-1
　　　　　　　けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）
●設　　　立／2016（平成28）年9月12日
●事 業 内 容／電気・通信機械器具、その他機械機器の製造及び販売、ソフトウエアの
 制作及び販売

“けいはんな”発、元気企業
けいはんな支所では、ビジネスマッチング等の財団事業の窓口として、地域内の企業をサポートし
ています。「“けいはんな”発、元気企業」シリーズでは、“けいはんな”で生まれチャレンジし続ける
企業や他の地域からけいはんなに移転された元気な企業の代表者にお話を伺います。

取  材

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 けいはんな支所　TEL：0774-95-2220  E-mail：kick@ki21.jp

モーターモジュール®
KeiganMotor KM-1U

KeiganHATO テレプレゼンスロボット

こんにちは、

です。

　私の所属するけいはんな支所は、精華町・木津川市に跨る
KICK（けいはんなオープンイノベーションセンター）内にあり、
施設の運営受託のほか地域企業の伴走支援をはじめ、学術研
究都市ならではの先端的な取組や、研究開発型のスタート
アップを支援する役割を担っています。
　けいはんな地区は昭和53年「関西学術研究都市調査懇談
会」の発足を皮切りに、約40年間の都市開発により大企業、大
学、研究機関等の立地が進みました。その中でKICKとしては、
特にスマートライフ、スマートエネルギー＆ICT、スマートアグ
リ、スマートカルチャー＆エデュケーションの４つの分野に焦点
をあて、オープンイノベーションの視点から研究開発企業の入
居者の支援も行っています。

先進的な研究開発をサポート
　KICK内には「けいはんなロボット技術センター」を設置して
おり、企業がAGV（無人搬送車）やドローン、アームロボット、
モーションキャプチャ等を使った実証の場として利用できる施
設となっています。KICKではそうしたインフラの整備により、
ロボット関連企業数社が入居するほか、関連したセミナー開催
など、企業や専門家、また開発動向などの情報が集まる仕組
みとなっています。
　さらに今年度からは、同センター内と屋外道路（敷地内）に
5G（第5世代移動通信システム）基地局を敷設し、通信エリア
としての貸し出しも実現。5Gの大容量、低遅延、多台接続の特
徴を活かし、新たなビジネスの獲得を目指す企業が実証を
行っています。例えば8Kを超える高精細映像によるストリーミ
ング配信の実験や複数の子機（アンテナ・カメラ）の接続による
大容量データ（画像等）の収集・転送実証、5G技術を活用した
自動運転についてもテスト走行が進められており、将来を見据
えた新しい技術の実現に向け、企業が動きはじめています。

　その他、「MC-LAB（メタコンフォートラボ・超快適実証実験
環境）」は目的に応じた様々な五感情報の組み合わせを定量的
に検証できる施設であり、企業のみならず大学等研究機関に
も利用いただいています。

「KICK-Fabスペース」をオープン
　令和3年春にスタートした「KICK-Fabスペース」についてお
知らせします。
　「KICK-Fabスペース」
は3Dプリンターやレー
ザー加工機、小型CNCフ
ライス盤を備えたものづ
くりスペースです。そうし
た機器の利用を検討するスタートアップ企業の、ものづくりへ
の挑戦の第一歩としてご活用ください。未経験で創業された
方で「どのような造形の製品が考えられるか」や「初心者がど
のような加工までできるか」といった内容でもぜひご相談くだ
さい。身近なところではおしゃれなカラトリー（アウトドア食器）
やスピーカー等の造形試作のほか、昨今ではコロナ対策のオ
フィスパーテーションスタンドの制作なども可能です。また、も
のづくりに携わる方々の交流の場としても利用いただけます。
　ぜひ、一度、試しに使ってみたい、と
いう企業さんの御利用をお待ちして
います。
　http://kick.kyoto/fab-space/

※本コーナーでは、京都産業２１の多様な取組を職員目線で紹介します。

けいはんな支所
イノベーションハブ担当　大玉
TEL:0774-95-2220

ものづくりスタートアップの第一歩（試作等）を
サポートします。
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地下鉄丸太町駅下車⑤番出口を上がり、
目の前の信号を渡りそのまま直進。
最初の角を左折ください。
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KICK-Fabスペース


